
き起こす事があったり…日本医師会では

右記のような注意喚起のポスターを発

行(サプリメントの過剰摂取による肝障

害の可能性についてのお知らせ)していた

りします。当該サプリメントの説明書に記

載される適正な量の摂取、やたらに複数

のサプリメント(健康食品)を使用しない、

かかりつけ医や薬剤師さんなど専門家に

は摂取状況を伝える…などの「一般的な

常識を守る」のであればさほど問題には

ならないと思いますけれど。 

さて、前置きはこの位にして…。眼科関

連、もしくは目の関連のサプリメントの成

分って、一体どういうものなのでしょう

か？例えば最近よく広告で見かけるファ

ンケルの「エンキン」というサプリメント？

ご存知でしょうか。「えんきん」の宣伝文

を引用しますと… 

『手元のピントが合いづらい、目の

疲労感が気になる、小さな文字がぼ

やける、午前中に比べて夕方見えにくい…

など、大人の目のお悩みに。「えんきん」

は、ファンケルが厳選した 3成分アスタキ

サンチン、ルテイン、ゼアキサンチンを複

合配合した機能性表示食品です。 

 なるほどー大切なのはこの３成分という事なん

ですね…この成分って一体何なんでしょう？続き

は次号で解説して行きたいと思います！ 

目のサプリメント③ 

新型コロナの感染状況はかなり落ち着いてきた様ですね。これまでの３年間の傾向を考えるとこの

後春に向けて新規患者数は減少傾向、4-5月に一時増える時期があって(新年度での人事異動や

入社入学など人々の配属が変わる為？+GWの帰省)…その後はお盆のシーズンまでは比較的落ち

着いた状況となる予想です。その辺りの予想を踏まえて…５/8に感染症法の分類変更…という事な

んだと思うんですよね。 

それでは前回号に引き続き目のサプリメントの話。日本スポーツ振興センターのホームページ 

https://www.jpnsport.go.jp/hpsc/study/sports_nutrition/risk/tabid/1741

/Default.aspxの引用の続きからどうぞ。 図 1がカルシウムの摂取を意識し過ぎて気が付かずに

過剰摂取となってしまった食事例、表 1はビタミンやミネラルを過剰に摂取した場合に生じる障害につ

いてです。ちょっと怖い話ですよね？そういう事なんですよ…。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
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サプリメントと薬の飲み合わせ 

 食品と薬を一緒に摂取したとき、１＋１＝２といった単純な足し算だけでなく、お互いに影響を及ぼ

して薬の効果が増強したり減弱したりします。例えば、クレアチンの摂取で腎毒性の強い薬物との相

互作用により、腎障害の悪化の可能性が指摘されています。そのため、医師により胃に食べ物がない

起床時や食前、食後2時間など、薬を飲むタイミングが指定されるのです。病気や怪我の治療のため

に薬を飲んでいるアスリートは、医師・薬剤師に使用しているもしくは使用する予定のサプリメントを伝

え、指示に従って活用しましょう 
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といった具合です。例えば、骨粗しょう症があると「カルシムを摂らないと！」ってよくある話ですが、カル

シムを過剰に摂ると泌尿器結石(尿管結石など)のリスクがあるんですね。 その他にも色々…お酒の

飲みすぎにはウコン？ってよく聞く話ですよね？そのウコンもあまりに過剰な量を摂取すると肝障害を引 
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花粉飛び始めた様です。
必要ある方は診察時に声
を掛けて下さい。また、
藤田眼科は医療機関の為、
今後５月以降も院内では
マスクの着用をお願いし
ます。ご理解の程お願い
致します。
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